
2B5 巨大な研究開発の 落ちのない階層化とその 作業の 

段階区分の新技法 

0 江崎 通産 ( 東京工業大学 ) 

Ⅱ「 大きな研究、 開発プロジェクトにはいくつかの 関係する機関が 関係する。 

その関係する 機関が一休となって 的確にプロジェクトを 進めるためには、 落ち 

のない段階的でで 階層化された 体制と手順システムを 必要とする。 

本稿はさきに 発表した「参加者の 創造牲を引き 出す研究・開発・ 具体化の方法 

( デザイン・ツー・カストマーズ・ニーズの 考え方とその 手順 ) ( 口 T C N 手法 ) 」 

( 1 ) を使って 、 それを具体的に 進め、 成功した方法と 具体例を示すによりそれに 
応える。 

詳細については 研究・技術計画学会誌に 掲載される予定であ るが、 本稿ではそ 

の要点を航空機システムとその 搭 戎装備品の開発の 具体例で説明する。 

2. ● 図 「は開発とそのコストコントロール ( 開発費及び 且産 コストの管理 ) 

体制を示す。 ●図 2 は 図 「の体制に基づく 段階的作業区分を 示す実施計画書の 

構成を示す。 ● 表 「は開発とそのコストコントロールをするための 実施計画書 

の目次とその 内容のポイントを 示す。 ●図 3 と図 4 は落ちのない 研究・開発の 

段階区分を作るステップリストの 書式 ( 1 ) を示す。 ●表 2 は図 3 のステップリ 

ストの落ちのない 帰納、 演俺 アプローチ 8 段階区分の構成を 示す。 ●図 5 は 図 

4 をを分かりやすくするためにフローダイヤバラム 化したものであ る。 ●表 3 

は 図 「の全体システムレベルがなすぺき 段階作業の割付内容を 示すステップリス 

ト であ る。 ●表 4 は 図 Ⅰの装備品仕様レベルがなすべき 段階的作業の 割付内容 

を示すステップリストであ る。 ●表 5 は 図 Ⅰの装備品業者レベルがなすべき 段 

階 的作業の割付内容を 示すステップリストであ る。 ●表 6 は表 3 、 4 、 5 の 各 

ステ。 y プの 相互関係を示す 表であ る。 

3. 以上によって 得られる効果は 次の通りであ る。 

( 1 ) 各段 暗によるアウトプットによる 意思決定をするための 段階ごとの評価 

基準 ( EVALUATION STANDARD) が事前に明確化できる。 

( 2) 従って、 コスト、 広益の品質管理、 リスク管理、 コスト性能上の 目標 憤 

の 達成を段階的に 見通しをたてながら 的確にできる。 

4. 以上を実施するための 必要条件は次の 通りであ る。 

この方法による 実施のための 貰 用の別枠を決める。 そしてその予算に 対庵した 

実施計画書を 作成し、 承認してその 活 助成果を段階区分に 従って報告させる。 

またこの方法 は 実施は他のプロジェクト 管理・要素・ 計画等と重ね 合わせて矛 

盾なく実施することができる。 
5.  参考文献 ( 1 ) 江埼 道彦 ; 参加者の創造を 引き出す研究・ 開発・具体化の 方 

法 「デザイン・ツー・ カストマー・ニーズの 考え方とその 手順 ( D T C N 手法 ) 」、 

研究・技術計画学会誌 5(2), P16 ト 182  (1990) 
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開発とコストコントロールの 実施計画書の 目次 ( 例 ) 

 
 

目次項目 内容のポイント 

]. ホ 曹の目的 ・ ホ 曹の目的は手順 と 体刑を示すことを 述べる。 

2. 本 実施目面蕾の 目的 ・ 本 プロジェクトの 具体的な目的を 述べる。 

3. 関連 立蕃 / 参考 文曹 ・ ホ 実施計画は何に 基づいて実施するのかを 示す 

4. 墓木方針 ， 「 -.- を --- する」の言い 切り型で方針を 示す。 

5. 活 幼体刑 ・推進事務局、 タスク・チームの 位置づけを示す。 

6. 目標とその条件 ・価格の塀合は 生産条件と年度を 併せて示す。 

7. 対象吊目と範囲   「何を」の対象梅田を 明確に示す。 

8. 開発作業の段階区分とその 内容 ・段階区分をステップリストにより 示し、 各般 暗 

内容を要約文にする。 

9. 開発日程 線表 ・ステップリストの 内容を線 表 に表す。 

10 ．中間親告の 要領とその 蕾式 ・中間報告に 落ちのないようあ らかじめ 宮 式を示す 

表 1  開発とコストコントロールの 実施計画書の 目次の例 
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表 2  落ちのない帰納、 演経 アプローチによる 8 段階区分の構成 
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l ステ ノ アリストの基本 8 段 暗 区分 l 航空 抜 全体システムレベルの 開発塵 屯 区分 l 

１
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 Ⅱ
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Ⅰ 第 「 次 情報収集段階 実施計画 芭 の 承轟 

  甘忍 段階 基本構想の検定   
  構成化段階 構想の屈曲 

  第 2 次情報収集段目 投打の居曲 

5  基本 ( 事項、 投 打 ) 段暗 細部計画図の 作成 

6  坪 紐 ( 事項、 投打 ) 段階 細部投打 ( 製造田作成 ) 

7@  実行 / 舐作 段階   試作成の棋道 と拭作 エ車完成審査 l 

  見直し及び是正 構臣   最終 付産 単価の検証 

表 3 の 2  ステップリストの 基本 8 段 噌 区分と航空 は 全体システムレベルの 曲発段増 区分の対比 

ステップリストの 基本 8 段 噌 区分 装備品位 授レペル の段階区分 

「 第 1 次情報収集 段偕 装俺 晶帯「 次 情報収集 

2  着想 段増   装備品システ " 構成及び方式 案 。 比較 と 

  目標 値 提案の設定 
  

3  構成化度 陪 仕様 図 ( 案 ) と提案依頼宙の 作成 

4  第 2 次情報収集段階 業者見積 / 法定と目標 値 の故宅 

5  基本 ( 事項、 設計 ) 段階 業者における 披針作業とその 承笘頓図 の承認 

6  群 細 ( 事項、 披針 ) 段階 液 備品の型 造 と部品 レペル の技術 拭験 

  実行 / 試作段階 飛行 拭検桔果 に対する是正 措臣 

  見直し及 び 是正措辞 柚産 投打 と 価格の再 レ ピュー 

表 4 の 2  ステップリストの 基本 8 段階区分と装備品仕様 レペル の各般 堵 区分の対比 

ほ テップリストの 基本 8 段 繕 区分 @  % 備品類 レペル の段階区分   
M Ⅰ l 第 2 次情報収集段階 I 実施計画宙の 作成と承 轟 

  

  

2  音 想 段階 装備品基本構想図の 作成 

  構成化段階   接 併記構成のターゲットコストの 割付 
  荻佛 サプ メ 一ヵ 一 担当の主要部品の 
  選定作 業 

4  案「 次 情報収集 段暗 計画図 ( 承認 願 図案 ) の作成 

5  基本 ( 事項、 披針 ) 段階 拙 造国の作成 と プラン作り 

6  群 細 ( 事項、 投打 ) 段階   製造 

  技蜥 試験 

7  実行 / 試作攻略 傲休 レベルの試験 拮 栗の対する是正 措巨 

8  見直し及 び 是正 措蚤 且 産への見直しと 目棟昆産 価格の杖 毎 

表 4 の皮笛区分 表 5 の 段暗 区分 
  ( 航空ぽ金位 表 3 の魔笛区分 河 れい・ め ( 装備品仕様レベル ) ( 旺 備品其者 レペル ) 
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皿 -l 拭作 傲の製造と   「 飛行 拭験桔果 に対する一一・ / は体 レベルの 拭験拮果 に対す 
試作工事完成審査 是 iEfg 仮 る是正 措卸 

皿 -2 億終息 産 単価の 一 8  % 産 設計と単価の 再 8  皿産への見直しと 目標 且産 
検証 レ ピュー 単価の検証 

表 6. 全体システムレベル 表 3 、 装構品 仕様 レ ペル表 4 、 装構品案者 レベル表 5 の盆暗区分の 対比 表 

表 5 の 2  ステップリストの 基本 8 段 堵 区分と 装揃品 業者レベルの 段階区分の対比 


